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エグゼクティブサマリー
ところが現在、ハイブリッドクラウドは、分断
されたパッチワーク状のクラウドサイロに設置
されていることが多い。相互の接続は、クラウ
ド固有のAPIおよび管理ツールのミックスに
よって達成されている。そのため、この接続は
カスタムメイドであり、脆弱である。ハイブ
リッドクラウドモデルを成功に導く鍵となるも
のは、さまざまなタイプのクラウド環境で稼働
するワークロードとデータを移⾏、統合する能
⼒である。

本IDC InfoBriefでは、多様なクラウド環境に広
がるシームレスな相互運⽤性と⼀貫したパ
フォーマンスによって必然的に得られるメリッ
トについて考察する。また、マルチクラウドの
未来がもたらす途⽅もない可能性を実現するた
めに、企業がどのようにコネクテッドクラウド
アーキテクチャを活⽤すべきかについても検証
する。

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の感染拡⼤
が引き起こした混乱によって、企業のテクノロジー
ロードマップに狂いが⽣じ、レジリエンシーや強⼒
なイノベーションを実現するクラウド等のテクノロ
ジーを優先する形で、リソースの再配分が⾏われる
ようになった。IDCの調査結果では、パンデミック
を契機にクラウドへの移⾏が著しく加速し、今やク
ラウド関連のIT⽀出は、クラウド以外の従来型イン
フラストラクチャへの⽀出を上回っていることが判
明している。未来は明らかにハイブリッド／マルチ
ク ラ ウ ド の 世 界 で あ る 。

コンテナなどの最新のクラウドネイティブな技術、
そしてクラウドファースト（さらにはクラウドオン
リー）のサービスおよびイノベーションを活⽤して
アプリケーションを構築し、顧客やエンドユーザー
の需要に素早く対応できる点が、クラウドの⼤きな
訴求ポイントである。コンテナを使⽤することで、
ワークロードを最新のインフラストラクチャで⾼集
積度に、かつ多様なクラウド環境に広がる形で移植、
展開できるという事実は、ハイブリッドクラウドと
いう未来におけるコンテナの重要性を強調している。
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パンデミック発⽣以降と、直前の世界的な経済減速の時期とを⽐べると、ITに対する考え⽅がかなり異なっていることが分かる。
COVID-19感染拡⼤による混乱は、企業運営に⼤きく影響した。しかしながら2020年の状況は、2008年の⾦融危機の時と⽐べる
と⼤きく異なっている。

2008年〜2009年
IT総⽀出額は、世界全体の
GDP減少率と⽐べて4％以上
⼤きく落ち込んだ。2

2019年〜2020年
IDCの推定では、2020年における世
界全体のGDP減少率は6％である。
これはIT⽀出額の減少率よりも著し
く⼤きい。2

Source: 1) IDC’s C-Suite Tech Survey 2021、2021年2⽉、n = 909; 2) IDCによる調査

2021年のC-Suite Tech Survey1

で、「COVID-19パンデミック
が発⽣してからITの戦略性がさ
らに⾼まった」と回答した⼈の
割合

世界的危機における世界全体のGDP減少率とIT⽀出減少率の⽐較

55%

COVID-19の影響︓今回の危機に際して、ITは以前とは異なる

-4%
実質GDP -6%

実質GDP

-2.5%
IT⽀出額

-9%
IT⽀出額
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アジア太平洋地域の企業を対象とする2020年のIDCサーベイで判明したこと

COVID-19こそが、⽀出増加の最⼤
の要因であった。企業はクラウドの
活⽤を通じて、リモートワークの実
施、調達の多様化、業務回復⼒の強
化を急いだ。

クラウドに⽀出したいとの意思 当初の予算を超えてクラウドへ
の⽀出が⾏われた要因トップ3

Source: IDC's Cloud Pulse 3Q20、n = 450

パンデミックを契機にクラウドへのデータとアプリの移⾏が加速

IDCの調査では、COVID-19パンデミックの発⽣が、アジア太平洋地域における企業のクラウド⽀出増加に直結している
ことが明らかになった。

⾦融
サービス

製造通信／
ITサービス

卸売／⼩売 専⾨サービス公共部⾨

2020年における
クラウドへの⽀出
実績は、当初の予
算を⼤幅に上回っ
たと推定される。

クラウド⽀出の増
加傾向には聖域は
なく、あらゆる業
種に及んでいる。

93%
86%

93%

78% 78%

98%

COVID-19
パンデミック

38%

プロバイダー
提⽰価格の上昇

クラウド環境の
複雑化

17% 13%

アジア太平洋地域
でCOVID-19感染
拡⼤を機に、クラ
ウドへのデータと
アプリの移⾏を加
速したと回答した
企業の割合

89%
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ITに関する企業の優先事項
（2021年〜2022年）1

Source: 1) IDC's Cloud Pulse 3Q20、n = 450; 2) IDC's Cloud Pulse 4Q20、n = 318

クラウドの採⽤により増加したメリットは、ITに関する企業
の優先事項に即している
アジア太平洋地域の企業を対象とするIDC調査では、下記の通り、クラウドを採⽤して得られるメリットと、ITに関する
企業の優先事項に直接的な相関関係があることが判明している。

クラウドの採⽤によって実現される
ビジネス上の主なメリット2

1. ビジネスの成⻑

2. コストの抑制、IT⽀出の最適化

3. 顧客エクスペリエンスの改善

4. より迅速なアプリのモダナイゼー
ションおよび新規アプリケーション開

発

1. ビジネスプロセスの改善と収益
の増加

2. CAPEXおよびITコストの削減

3. 優れた顧客エクスペリエンスの
提供

4. ⾰新的な新技術の利⽤によるアプリ
ケーション開発サイクルの短縮

59%

58%

56%

55%

48%

44%

44%

42%
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エンタープライズIT環境において、
クラウドおよびクラウド中⼼型運⽤
モデルの重要性が⾼まっている。近
い将来、ハイブリッドクラウドが主
流になるのは確実である。

IDCの推定によると、現時
点でアジア太平洋地域に
おける企業IT⽀出のほぼ
80％が、さまざまなクラ
ウド環境（プライベート
およびパブリック）に対
する⽀出である。

今後2〜3年以内に63％以上の企業が、データと
アプリケーションの⾼度な（または完全な）相
互運⽤性を備えたハイブリッドクラウドモデル

に移⾏する⾒通しである

企業のクラウド環境
（2021年〜2022年）1

マルチクラウド環境におけ
る相互運⽤性の実現が技術

的に難しすぎる

マルチクラウド環境にお
ける相互運⽤性の実現に
コストがかかりすぎる

明確なハイブリッドクラウ
ド

戦略を持たない理由につい
て、企業の回答2

Source: 1) IDC's Cloud Pulse 1Q21、n = 1150; 2) IDC's Cloud Pulse 3Q20、n = 450

未来は明らかにマルチ／ハイブリッドクラウドへ向かう

80%

⾼度／完全な相互運⽤性
を備えたマルチクラウド

相互運⽤性がほとんどない
／若⼲あるマルチクラウド

シングルクラウ
ド

11%

26%

63% 59%

37%
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2年後、貴社におけるオンプレミス／オフプレミスのクラウド環境の使⽤は、どのような形態になっていると思い
ますか︖

Source: 1) IDC's Cloud Pulse 1Q21、n = 1150; 2) IDC's Cloud Pulse 3Q20、n = 452（⽇
本）

アジア太平洋地域におけるハイブリッドクラウド採⽤のトレンド: 詳細

業種別では、公共部⾨および
⾦融サービス企業が、ハイブ
リッドクラウドへの志向が強
いようである。

63％のアジア太平洋地域
企業が、2年以内にハイブ
リッドクラウドインフラ
ストラクチャモデルを採
⽤する⾒通しである。

地域別に⾒るクラウド資産1, 2 業種別に⾒るクラウド資産1

ハイブ
リッドク
ラウド

ハイブリッ
ドクラウド
以外*

76% 52% 61% 51%

24% 49% 39% 49%

66% 61% 61% 59% 60% 70%

34% 39% 39% 41% 40% 30%

中華圏 インド 韓国 ⽇本 ⾦融サービス 製造 通信／
ITサービス 卸売／⼩売 専⾨サービス 公共部⾨

58%

42%

シンガポール

GCR

中国 ⾹港 +台湾 ASEAN （SGを除
く）

ハイブリッドクラウド

ハイブリッドクラウド以外 17% 38% 41%

83% 62% 59%

*シングルクラウド、または相互運⽤性に乏しいマルチクラウド

その他の地域1, 2

NZ

48%

52%

69%

31%

オーストラリア
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ビジネスの俊敏性を獲得するため、
企業はターンキー⽅式のクラウド
ネイティブな開発／デプロイメン
トサービスを利⽤して、2024年ま
でに既存アプリケーションの半分
以上のモダナイズを決定している
と予測される。1

Source: 1) IDC FutureScape: Worldwide Cloud 2021 Predictions — Asia/Pacific 
(Excluding Japan) Implications ; 2) IDC’s Cloud Pulse 3Q20、n = 450

ハイブリッドクラウドによるセキュリティ、運⽤、展開の
改善
ハイブリッドクラウドでは、パブリッククラウドの利点とプライベート環境の利点を効果的に組み合わせることができる。
具体的に⾔うと、規制要件、コンプライアンス、レイテンシーの領域である。

Q. ハイブリッドおよびプライベートクラウド環境を使⽤する主な理由2

32% セキュリティの向上 27% 管理／運⽤が容易

26% アプリケーション
／データの
ポータビリティ

23% 実装／展開が容易

18% ⾃動化と
オーケストレーション18% アーキテクチャの⼀貫性
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このような環境でアプリケーションやインフラストラク
チャソフトウェアを最新の状態に、なおかつ適切な構成
に保とうとすると、労⼒と時間がかかるだけでなくミス
も誘発しがちである。

2022年までには、すべての企業がクラウド
サイロを越えたアプリケーションの最新化お
よびデータの統合に苦慮することになるであ
ろう。その中で約20％の企業が、こうした懸
念事項を克服するため、コネクテッドクラウ
ド戦略を採⽤すると予測される。

現在、⼀般的なハイブリッドクラウドは、分断されたパッチワーク状のクラウ
ドサイロに設置されている。相互接続は、クラウド固有のAPIおよび管理ツール
を組み合わせることによって実現されている。そのため、この接続はカスタム
メイドであり、脆弱である。

Source: IDC FutureScape︓Worldwide Cloud 2021 Predictions — Asia/Pacific 
(Excluding Japan) Implications 

分断されたクラウドサイロによる断⽚化のリスク
企業の分散されたIT資産の中で、多様なパブリックおよびプライベート環境が急増するにつれて、分断されたクラウドサイ
ロの問題が浮上する。それによって、シームレスなハイブリッドクラウドというビジョンの実現が脅かされる。

エッジクラウド 従来型IT ハイパースケーラー
IaaSクラウド

専⽤の
プライベートクラウド

パブリック
PaaSクラウド
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デジタルインフラストラクチャモデルの成功は、さまざまなタイプのクラウド環境
で稼働するワークロードやデータを移⾏、統合する能⼒に⼤きく依存する。

分散化した環境ではITの運⽤において重⼤な課題が⽣じやすいため、より洗練され
た管理サービスの必要性が増す。

企業がこのビジョンを実現するには、すべてのクラウドリソースを横断する形で、
⼀貫性のある⾃動化された管理コントロールプレーンを実装する必要がある。

その結果、構成、セキュリティ、コンプライアンスに関して、⼀貫性のあるポリ
シー、強⼒なガバナンス、効果的なモニタリング・分析・⾃動化を適⽤することが
可能になる。

IDCでは、このような構成概念をコネクテッドクラウドアーキテクチャと呼んでい
る。

クラウド中⼼型の
テクノロジー

ユビキタスな展
開

⾃律的な運⽤

コネクテッドクラウドアーキテクチャ︓
デジタルインフラストラクチャの未来

IDCが実施したユーザー調査「Future of Digital Infrastructure Survey」によると、ハイブリッドクラウドジャーニーに乗り出した
企業では、クラウド中⼼型のテクノロジーを活⽤して、よりユビキタスな展開オプション、より⾃動化されたIT運⽤を実現する
ことになる。
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コネクテッドクラウドアーキテクチャが依拠する原則を以下に⽰
す。

• すべてのクラウドリソースに広がる、共通の⾃動化された管理コン
トロールプレーン。これによって、分散したクラウド資産全体に対
し、⼀貫性のあるポリシーおよびガバナンスを適⽤することが可能
になる。

• クラウド間で運⽤を統⼀する、⼀貫性のあるオープンAPI駆動型の
管理レイヤー。これによって、すべてのコネクテッドクラウドを通
じて⼀貫したパフォーマンスも提供される。

• 企業がどのクラウドを選択するかを問わず、必要な接続ファブリッ
クが保証され、追求すべきビジネス成果に焦点を合わせることが可
能。

ポリシー駆動型の⾃動化、⾼度な観測機能、
リアルタイムな分析によって、サービスレ
ベル、セキュリティ、コンプライアンスの
維持を⽀援する。

オープンなクラウド間コントロールプレーンで、
ハイブリッドクラウド資産を接続

コントロールプレーン
⾃動化

ポリシー

オープンAPI

テンプレート

ソースコントロー
ルの統合

インベント
リーと検索

体系化

⾃動化とオーケス
トレーション

ロールベースの
アクセス制御

構成コンプライアンス

コスト
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1. 変更管理と
コンプライアンス
の改善
（34％）

2. ダウンタイ
ム／⼈的ミス
の削減
（29％）

3. より⼀貫した
セキュリティ／
リスク管理
（38％）

4. クラウド管理
ベンダー数の減少
（31％）

5. 最新のイノ
ベーションの
利⽤が容易
（34％）

6. DevOpsツール
チェーンとの統合を
強化
（33％）

デジタルインフラストラクチャ製品およびサービスの選
択に際して、貴社が現時点で最も重要視しているのは、
どのような特質ですか1︖

クラウド間で共有される管理コントロールプレーンを使⽤
し、複数のクラウド環境を統合することによって得られる
主なメリットは、どのような点にあるとお考えですか2︖

コネクテッドクラウドアーキテクチャの重要なメリット
︓ハイパーオートメーションとセキュリティによる実現

Source: 1) IDC Future Enterprise Resilience Survey 4、2021年5⽉、APJ n = 370); 
2) IDC's Cloud Pulse,1Q21、n = 565

企業は、クラウド戦略における
コネクテッドクラウドアーキテ
クチャの価値を明確に認識して
いる。このアプローチで得られ
るメリットは極めて多い…

オンプレミス、パブリッククラ
ウド、ホステッド環境、エッジ
プラットフォームに広がる、⼀
貫性のある統⼀された可視性と
制御（コネクテッドクラウド
アーキテクチャによる）

41.8%

分散化した資産に広がるハイパーオートメーションおよび
統合型セキュリティによって、上記のメリットがすべて実現される
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ハイブリッドおよびマルチクラウド環境は複雑であるため、
リソースやアプリケーションを⼿作業で拡張、管理、保護す
ることは、ほとんど不可能である。

コネクテッドクラウドアーキテクチャを採⽤する企業では、分散化したIT環境における⾃動化の拡⼤というメリットが⽣じる*。

*この表に記載された数値は、コネクテッドクラウドアーキテクチャの採⽤によって、企業がハイブリッド環境に望むメリットが実現される度合いを、1〜5の尺度で表したものである。

ハイブリッドクラウド環境の⾃動化によって⽣じ
る成果

分散化した資産におけるハイパーオートメーション
共通のクラウドアーキテクチャの⼀環として、ハイブリッドクラウド資産を構成
する多様な環境すべてを横断する形で、同じ⾃動化ポリシー、プロセス、コード、
構造を適⽤し、運⽤における⼀貫性、拡張性、スピードを実現することができる。

インフラストラクチャプロビジョニングの⾃動化

構成管理の⾃動化

アプリケーションのデプロイメント⾃動化

複雑な環境のオーケストレーション

セキュリティの⾃動化

DevOpsツールチェー
ンとの統合を強化

最新のイノベーショ
ンの利⽤が容易

クラウド管理
ベンダー数の減少

より⼀貫した
セキュリティ／
リスク管理

ダウンタイム／
⼈的ミスの削減

変更管理と
コンプライアンス

の改善

1 2 3 4 5 6

企業が認識するコネクテッドクラウドアーキテクチャのメリット（p12参照）
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2020年第3四半期に実施したユーザー調査「IDC Cloud Pulse Survey」では、パブ
リッククラウドサービスの採⽤に踏み切れない最⼤の要因が、「セキュリティに
関する懸念」であるとしている。実際、調査データでは、セキュリティが主要な
考慮事項である場合、プライベート環境を優先的に選ぶという回答が52％である
のに対し、パブリッククラウドを優先的に選ぶという回答は31％である。

コネクテッドクラウドアーキテクチャは、以下の⼿法を通じて⾼度なセキュリティと信頼を⽣み出す*。

*この表に記載された数値は、コネクテッドクラウドアーキテクチャの採⽤によって、企業がハイブリッド環境に望むメリットが実現される度合いを、1〜5の尺度で表したものである。

コネクテッドクラウドアーキテクチャで、よりセ
キュアな環境が作り出される仕組み

より⾼度なセキュリティと信頼
コネクテッドクラウドアーキテクチャでは、分散化した環
境の保護を⽬的とした技術上および管理上のコントロール
のための共通のフレームワークが提供され、それによって
より信頼性の⾼いセキュアなハイブリッドクラウド環境が
実現される。

⾃動的な環境モニタリング、コンプライアン
スチェック、ベースライン化、パッチ適⽤

標準化、⾃動的かつ反復可能なクラウド環境
のデプロイメント

分散化したIT環境におけるシームレスな相互接
続によるバックアップと冗⻑性

共通のコンテナプラットフォームによるセ
キュアなアプリケーション設計、適切に構成
されたデプロイメント、およびランタイム保
護

DevOpsツールチェー
ンとの統合を強化

最新のイノベーショ
ンの利⽤が容易

クラウド管理
ベンダー数の減少

より⼀貫した
セキュリティ／
リスク管理

ダウンタイム／
⼈的ミスの削減

変更管理と
コンプライアンスの

改善

1 2 3 4 5 6

企業が認識するコネクテッドクラウドアーキテクチャのメリット（スライド12を参照）
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ハイブリッドクラウドは、企業のデジタルインフラストラクチャの未来像であるとIDCは確信する。この未来像から得られる価値を最⼤化する上で
鍵となるのが、企業が多様性に富んだ環境の中で、クラウドのリソースや機能を、信頼性の⾼い標準化された⽅法でシームレスに利⽤できる能⼒
である。ハイブリッドクラウドへの移⾏を検討中の企業に対するIDCの提⾔は以下の通りである。

組織の状況や関係、デジタルへの野⼼、
市場トレンドに基づいて、⾃社のハイブ
リッドクラウドの未来像を構想する。

主な考慮事項:

クラウドジャーニーの指針とすべき、ビ
ジネス／運⽤／技術⾯を包含した総合的
な⽬標を確⽴し、優先順位を付ける。

主な考慮事項:

あらかじめ決定され優先順位付けが⾏わ
れた基準に照らし合わせて、クラウド間
の管理コントロールプレーンの選択肢を
評価する。

主な考慮事項:

ハイブリッドクラウドは最終の形態では
なく、継続的に進化していくものである。
変化を受け⼊れ、新しいクラウド構成を
採⽤することで、⾃社のデジタル成熟度
を⽰すべきである。

主な考慮事項:

構想 確⽴ 評価 進化

IDCの提⾔

未来のイノベーション
モデル

運⽤パラメーターとSLAガバナンスアーキテクチャ

求められるIT機能

イノベーションに関するビジョンと
⽬標

ビジネスおよび財務上のメトリクス

プラットフォーム、ツール、
サービス

パートナーとエコシステム

アーキテクチャと標準

品質およびメンテナンスのしやすさ

コミュニティとエコシステムの強化

プラットフォームイノベーションと
機能拡張



レッドハットとマイクロソフトで、コネクテッドクラウドアーキテク
チャを推進

レッドハットとマイクロソフトは、エンタープライズオペレーティングシステム、
簡素化されたコンテナ技術、厳格なセキュリティ、管理機能、統合型サポートを
提供することで、貴社のハイブリッドクラウドのデプロイメントに対し、豊富な
選択肢と柔軟性をもたらします。

異なる要素が混在したIT環境を統⼀するハイブリッドクラウド技術は、より優れ
たビジネスの俊敏性、効率性、そして競争優位性の実現を⽀援します。とは⾔え、
ハイブリッドインフラストラクチャ戦略の実⾏には、往々にして⻑い期間を要し
ます。適切なテクノロジーを選択し、適切に組み合せることが極めて重要です。

Azure Red Hat OpenShiftは、スケールとパワーに優れたMicrosoft Azure上で動
作する、エンタープライズKubernetesおよび世界をリードするエンタープライズ
向けLinuxプラットフォームであるRed Hat Enterprise Linuxの組み合せによって
⽣み出されるイノベーションの貴重な⼀例です。レッドハットとマイクロソフト
は、コネクテッドクラウドアーキテクチャ⽤の共通の⾃動化された管理コント
ロールプレーンを提供し、マルチクラウド環境をシンプルにします。これには
Azure ArcおよびRed Hat Advanced Cluster Managementが含まれます。

これらのテクノロジーによって提供される⾼度な⾃動化と視認性によって、ビジ
ネス価値の提供を追求するハイブリッドクラウド環境全体で、クラウドネイティ
ブなワークロードの管理とオーケストレーションを容易に⾏うことができます。

クラウドジャーニーのどの段階にいるかを問わず、レッドハットとマイクロソフ
トは、貴社のデジタルインフラストラクチャ戦略の達成を⽀援いたします。

Red Hat OpenShiftに
よる5年間の投資回収率*

Lufthansa Technik

VINCI Energies
顧客事例

636%

* Source: IDC White Paper、Red Hat提供、『The Business Value of Red Hat OpenShift』、doc #US47539121、2021年2⽉発⾏。

スポンサーからのメッセージ

貴社のコネクテッドクラウド戦略についてのご相談
は、apac-ccsp@redhat.comまでご連絡ください

https://customers.microsoft.com/en-us/story/lufthansa-technik-partner-professional-services-azure
https://customers.microsoft.com/en-us/story/1340822776599403898-vinci-energies-energy-microsoft365-en-netherlands
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